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□研究結果の概要 

【①研究プロジェクトの概要、特色】 

ポジトロンエミッショントモグラフィー（PET）は創薬における薬効評価や遺伝子発現の画像化、再

生医療における機能診断が可能であるため世界的に注目されている。しかし現状のPET装置はこれらの

イメージングを行うためには特に感度が不足している。本研究は臨床的にも機能研究的にも要求の高い

超高感度PET装置を実現するための基盤技術を開発することを目的とする。超高感度を実現するために 

“連結型ブロック検出方式”及び “波形解析型DOI検出方式”を用いる。これらの基盤技術を確立する

ことにより超高感度、高分解能で廉価なPET装置が実現可能となる。PET装置の開発のために必要とされ

る新型検出器とその処理回路も開発を行い、次世代超高感度PET装置あるいは次世代動物用PET装置の開

発につなげていく。 

【②研究の成果】 

１） PET装置開発に必須の要素である検出器を開発した。 

２） 検出器のフロントエンド電子回路部、同時計数回路を開発した。 

３） PET装置開発に必要な評価治具等を開発した。 

【③本格的研究への展開】 

 今回の研究により PET 装置を開発するためのもっとも基本的な要素技術を確立することができた。今

後はリング検出器の開発、それに対応するデータ処理回路、データ収集ソフト、解析ソフト、ユーザー

インタフェースソフトの開発を進めると同時に動物実験等を通して装置の最適化を行い、PET 装置とし

ての完成を目指す。 

【④今後の事業化に向けた展開】 

将来的には PET システム全体の開発、販売を事業として考えているが、そのレベルで装置を完成させ

るにはまだまだクリアすべきハードルが多い。それらを解決して事業化につなげるためには、継続的な

開発予算の獲得が必要不可欠である。経営環境的に厳しい時期でもあり全てを自社で賄うことは難しい

ため、外部の補助金等を獲得しながら、PET 装置の開発を進める予定である。また、今回開発した技術

を他の核医学関係の装置に応用して販売する等、少しでも売上につなげて研究継続のきっかけとしたい

と考えている。 

【⑤地域的波及効果】（技術基盤強化等の効果、地域社会・経済発展への寄与） 

本研究開発にはセンサー、電子回路、ソフトウエアに関する高度な技術を含む。高度な技術力を要す

る回路の設計製作技術を蓄積することは当該地域の産業構造を高度化することに役立つ。またシンチレ

ータや反射材の加工技術は他の医療関連機器開発に応用可能である。さらに今回開発する電子回路はモ

ジュール化されるため、他の類似の用途に容易に転用できる。したがって新たな医療機器の開発に今回

の開発成果が利用でき、今後の医療機器開発のスピードを加速できる。これは医療産業都市構想を進め

る上での基盤技術として大きな知的財産となる。このように当該研究プロジェクトは医療産業都市構想

の実現に寄与し、産業の高度化や産業構造の転換に貢献するものと考えられる。 

 


